
■ 研修成果の現地での広がり

　約10年間、PREXの研修に講師として協力してきたが、印象深い研修
の１つとして、2002年に行われたモンゴルの経営者の方を対象にした研
修がある。この研修の一番の目的は、帰国後、自分たちで新しいビジネスを
立ち上げるためのビジネス・プランを作成することにあった。私は、日頃、中
堅・中小企業、主には製造業の経営改善コンサルタントをやっているが、研
修員とマン・ツー・マンで実際に実現できるビジネス・プランを懸命に立てた。
　研修が終わり、2003年度にPREXの「同窓会フォローアップ事業」で
現地を訪問すると、研修参加者のひとりが、研修で作ったお菓子やパン
を作るビジネス・プランを実際に展開していた。現場に行くと、工場では
QCあるいは、5Sといった改善活動が実際に行われ日本で学んだことを
社員研修として教えていた。印象深いのは、「PREXでの研修が自分の
人生の中で、最も得るものが多かった」と言われたことだ。その言葉に非
常に感激し、私も一講師として、少しでも役に立てたと考えると嬉しい気
持ちであった。研修に協力した当初は、いくら一生縣命に研修をやって
も、帰ってからどう生かされているかが見えなかったが、現地へ行き、彼
らが学んだことを貪欲に吸収して生かしている様子を見ると、改めて、研
修の与える影響の大きさと
意義深さを感じた。また、研
修で行った講義の内容が、
現地でテキストになるなど
研修員を通じてどんどん広
がっていることに素晴らしさ
を感じている。

■ 日本でしか学べない「日本のものづくりの心」

　自動車会社での40数年の会社生活を終え、昨年からPREXシニア専
門家としてラオス、シリアの経営管理研修のカリキュラム開発と研修参
加者への指導に取り組んだ。研修内容は、「企業現場から学ぶ」という
点を基本に、5S、提案、見える化、かんばん方式など経営改善手法の狙
いとその使い方を中心にカリキュラムをつくってきた。１日を、午前中は導
入講義、午後に企業訪問をする形で日程を組み立て、午前に取上げた
テーマを、午後に企業に行って現場を見てもらうワン・パッケージにするな
ど、より多くをわかりやすく学んでもらえるよう工夫を重ねている。
　今後の研修のあり方というものを考えて、PREXに次の２点を提案したい。
　１つは、研修後のフォローの仕組みづくり。研修員には帰国後、勉強し
た改善手法などを現地で自分の会社や職場で実践してほしいと思って
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モンゴルで企業を訪問し経営指導される内海先生

株式会社 クリエイション 
内海 政嘉 代表取締役
中央アジア企業経営者などに対してご指導いただく。
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■ 研修参加者に期待するのは「応用力」

　10年前からPREXの研修の講師を務めている。最近はベトナムの経
営者や中堅マネジャーなどを対象にした研修を担当している。そこで考
えるのは、参加者に「応用力」をいかに修得してもらうかという問題だ。日
本で学ぶことと自国の現実の間にはギャップがある。それを埋めるのは、
研修参加者自身の「応用力」だと考えている。
　研修に参加しているベトナム人がよく言うのは、「日本ではそうかもし
れないが、ベトナムでは違う」とか、「言っていることは理解できるが、ベ
トナムには適用できない」というようなことだ。これでは、せっかく日本で
研修をしたことが単なる「知識」で終わってしまう。「日本ではこんなふう
にやっていたよ」で終わって「応用力」にまで到達しないという現状が
ある。「知識」の習得それ自体は悪いことではないが、それをどのように
応用するかという段階にまで研修の水準を高めたいというのが、私や、
PREXの職員の皆さんすべての願いだが、率直に言って、限られた時
間の中で「応用力」を育成する工夫が非常に難しい。帰国後の事後研
修などの必要性もあると思う。
　さらに「知識」を適正に「応用」するための前提として、それぞれの企
業には、一定の経営理念であるとか、道徳観または倫理観が必要であ
ると思う。ベトナムの研修生が日本に来て一番感心するのは、「日本の経
営者は中小企業であっても、みんな経営理念を持っているということ、経
営に対する信念や考え方をちゃんと持っているということ」である。このこ
とは、ベトナム人経営者自
身がその点について不足
を自覚しているからではな
いか。そうであるとすれば、
市場経済における企業経
営の理念を学ぶということ
が、日本での研修の１つの
ポイントだと考えている。

　2009年１月26日、中之島センタービルにおいて「外務大臣表彰受
賞記念フォーラム」を開催した。フォーラムでは、前外務省特命全権大
使（関西担当）山崎隆一郎氏から記念講演をいただくとともに、日頃
PREXの事業にご協力いただいている専門家、企業経営者から、より
よい研修にするために苦心している点、研修参加者に伝えたいもの、
PREXに期待する課題などについて体験談や実践事例をもとにご報告
いただいた。
　会場からは「講師の先生方の研修への熱い気持ちが伝わってきた」、
「どのような方がどんな思いでPREXの活動に協力されているのか理
解できた」、「途上国の人材育成支援、人的交流の意義について、あら
ためて考えることができた」との感想が寄せられた。以下、フォーラムの
中で紹介された各専門家の体験談や実践事例を抜粋して報告する。
フォーラムの詳細については、報告書（PREXホームページに掲載中 
http://www.prex-hrd.or.jp）をご覧いただきたい。
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吉岡 輝彦 PREXシニア専門家
モノづくりについて理解を深めるための
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